
　
自
然
環
境
調
査
の
一
環
と
し
て
、

河
川
の
生
き
物
調
べ
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
10
日
㈯
　
午
前
９
時

　
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
︵
雨
天
、

　
増
水
時
は
中
止
︶

▽
場
所
　
平
井
川
︵
新
開
橋
下
流
︶

▽
集
合
　
高
瀬
会
館
︵
草
花
６
６
６

　
ー
１
︶

▽
内
容
　
川
に
入
り
、
魚
や
エ
ビ
な

　
ど
の
水
生
生
物
を
網
で
採
集
し
て

　
観
察
し
ま
す
︵
生
き
物
は
、
観
察

　
後
に
放
し
ま
す
︶
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
方
︵
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は

　
保
護
者
同
伴
︶

▽
定
員
　
50
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
持
ち
物
な
ど
　
飲
み
物
、
着
替

　
え
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
筆
記
用

　
具
、
替
え
の
靴
︵
運
動
靴
の
ま
ま

　
川
に
入
り
ま
す
。
サ
ン
ダ
ル
不

　
可
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
７
月
31
日
㈬
ま
で

　
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課

　
環
境
政
策
係
︵
☎
５
９
５
・
１
１

　
１
０
︶

　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
前

の
養
沢
川
に
入
り
、
生
き
物
探
し
な

ど
を
し
て
川
の
新
た
な
一
面
を
知
る

体
験
を
し
ま
す
。
郷
土
の
自
然
が
と

て
も
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
五
感
で
感

じ
よ
う
。

▽
日
時
　
８
月
３
日
㈯
　
午
前
10
時

　
〜
午
後
３
時

▽
場
所
　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験

　
学
校

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
校
１
年

　
生
か
ら
３
年
生
ま
で

▽
定
員
　
10
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
チ
ラ
シ
兼
申
込
書
配
置
場
所
　
小

　
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
、
環

　
境
政
策
課
︵
五
日
市
出
張
所
︶
、

　
生
活
環
境
課
、
中
央
図
書
館
、
東

　
部
図
書
館
エ
ル
、
五
日
市
図
書
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
主
催
　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験

　
学
校

▽
申
込
み
方
法
　
８
月
１
日
㈭
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
ん
だ
後
、
申
込

　
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
送

　
付
す
る
か
直
接
小
宮
ふ
る
さ
と
自

　
然
体
験
学
校
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
小
宮
ふ
る
さ

　
と
自
然
体
験
学
校
［
〒
１
９
０
ー

　
０
１
７
４
　
乙
津
１
９
８
４
、
☎

　
５
９
６
・
０
４
１
４
︵
午
前
９
時

　
〜
午
後
５
時
、
７
月
16
日
㈫
・
22

　
日
㈪
、
29
日
㈪
を
除
く
︶
］

　
６
月
15
日
号
の
５
面
﹃
﹁
広
報

あ
き
る
野
﹂
音
訳
Ｃ
Ｄ
︵
デ
イ
ジ

ー
︶
・
点
字
訳
版
サ
ー
ビ
ス
﹄
に

掲
載
し
ま
し
た
﹁
対
象
﹂
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

︵
誤
︶
視
覚
障
が
い
・
聴
覚
障
が

　
　
　
い
の
あ
る
方

︵
正
︶
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方

あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 令和元年（2019年）７月15日　（６）

自
然
環
境
調
査
・

　
　
　
　
ガ
サ
ガ
サ
で
生
き
物
調
べ
参
加
者
募
集

森
っ
こ
サ
ン
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
「
川
遊
び
か
ら
川
を
知
る
体
験
」

お
詫
び
と
訂
正

森林レンジャーがゆく森林レンジャーがゆく

秋に向けての楽しみ秋に向けての楽しみ （92）

ヤマガラがエゴノキの種子をくわえている様子

　「うゎ～きれい…」コレンジャー６月の
活動で、ともに整備しているビオトープの
動植物調査に行ったときのことです。林床
一面に落ちている白い花に、子どもたちと
見とれていました。白い花の正体はエゴノ
キの花で、花びらの一片一片が散るのでは
なく（離弁花）、花は根元でくっついて筒
の様になっています（合弁花）。だから、
美しい花の形のまま地面に落ちるのです。
花びらが決まった数ではないことも不思議
な魅力です。花が散る前、下向きに咲くた
くさんの花を見上げる美しさもありますが、
林床の花じゅうたんは、私にとって季節を
感じる自然風景の一つです。
　エゴノキは、日本では北海道から沖縄ま
で広く分布し、山地や里山に普通に生える
落葉広葉樹なので見たことがある方も多い
と思います。名の由来は、果実を食べると
えぐいため、エゴノキになったといわれて
います。えぐみの成分はサポニンで、昔は
若い果実を水と振り混ぜて発泡させ、洗剤
として利用していました。エゴノキにして
みると、種子が成熟するまで虫や動物から
守る大切な成分です。そのサポニンを含む
果実は、熟すと破けて茶色い種子が目立つ
ようになります。これは、成熟した油脂た
っぷりの種子をヤマガラにアピールしてい

るといわれていて、理由は、食べ物が少な
くなる時季のためにヤマガラが堅い殻に包
まれた種子を様々な所に隠して蓄えること
にあります。自ら種子を遠くへ運べないエ
ゴノキは、ヤマガラの行動を利用して種子
を四方八方に隠して（植えて）もらい、食
べ残されるチャンスをつかむためにアピー
ルしているのです。
　今秋、ヤマガラがエゴノキの種子をせわ
しなく運ぶ姿や、両脚やクチバシを器用に
使って食べる姿を観察したい方は、今夏に、
卵球形に膨らんだ緑白色の果実を見つけて
おくことをお勧めします。見つけたその木
は、エゴノキとヤマガラが互いに進化して
きた結果、そこにあるのかもしれません。
（加瀬澤）

　市内各地でハガキによる架空請求が多数発生していま

す。公的機関に類似した名称をかたり、もっともらしい

法律用語や脅し文句で不安をあおり、折り返しの連絡を

促すよう仕向けています。突然の通知に慌てて、つい連

絡してしまいがちですが、連絡は絶対にせず、心当たり

のない架空請求は無視して、相手にしないようにしまし

ょう。

　ハガキなどが届き不安に思ったら、あきる野市消費生

活相談窓口またはお近くの警察署にご相談ください。

○あきる野市消費生活相談窓口　契約に関するトラブル

　や悪質商法など、消費生活に関して困ったときは、一

　人で悩まずに気軽にご相談ください。電話でも相談に

　お答えします。

　●開設日時…毎週月曜・木曜日　午前９時～午後４時

　（正午～午後１時を除く）

※予約の必要はありません。

　●場所…市役所１階市民相談室

※月曜・木曜日以外でお急ぎのときは、東京都消費生

　活総合センターに相談してください。

○東京都消費生活総合センター

　●開設日時…毎週月曜日～土曜日　午前９時～午後５時

　●消費生活相談…☎０３－３２３５－１１５５

※多重債務相談も受け付けています。

くらしの知恵袋くらしの知恵袋くらしの知恵袋 〜消費生活相談情報〜

架空請求のハガキに注意！

（以下は広告枠です）

りべんか

ごうべんか


